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日本共産党鴻巣市議会議員

諏訪 三津枝
ＷＥＢで すわみつえ

ホームページで、すわみつえ
の政策とお約束をご紹介します。

毎週朝 駅頭においてホットなニュース「すわみつえ通信」をお届けします。
（月）吹上駅南口 （火）北鴻巣駅東口 （水）北鴻巣駅西口 （木）吹上駅北口 （金）鴻巣駅西口

初
空
に
真
実
つ
か
む
赤
旗
で

多
恵
子

俳
句
コ
ー
ナ
ー

１
．鴻
巣
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
３
～

５
メ
ー
ト
ル
の
浸
水
被
害
が
想
定
。

２
．入
所
者
１
０
０
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
30

人
定
員
、従
業
員
の
汚
水
排
水
先
が

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
に
よ
り
１
月
８

日
、１
都
３
県
を
対
象
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、
鴻
巣
市
で
は
成
人
式

を
予
定
ど
お
り
１
月
10
日（
日
）
に
ク
レ
ア
こ

う
の
す
で
開
催
し
ま
し
た
。

感
染
予
防
対
策
と
し
て
、10
時
・
12
時
30
分
・

15
時
の
３
回
に
分
散
し
て
の
式
典
で
は
あ
り

ま
す
が
、
喜
び
あ
う
姿
を
、
会
場
外
か
ら
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
共
に
乗
り
越
え
新
し
い
社
会

を
つ
く
る
一
員
と
し
て
心
よ
り
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す

緊急事態宣言中（１月８日～２月７日）は
公共施設の利用を制限

●夜間利用は２０時まで
※図書館（鴻巣中央、吹上は１８時まで） ※こうのすシネマ（１月１２日から）

●新規利用の予約受付を停止
公民館・生涯学習センター、鴻巣集会所・吹上ふれあいセンター・川里ふれ

あいセンター、屋内スポーツ施設、クレアこうのす、市民活動センター、コミュ

ニティセンター、総合福祉センター・吹上福祉活動センター、花久の里、ひな

の里、川里農業研修センター、愛里巣 【※予約済みの施設をキャンセル

する場合は利用料の返還があります ※馬室キャンプ場（利用中止）

※高齢者福祉センター３館及び川里創作館（休館）】

新
成
人
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

クレアこうのす前で

宣伝活動=1月10日

「
異
例
」
づ
く
し
の
計
画
・
市
長
の

土
地
に
建
設
予
定
の
特
養
ホ
ー

ム
「
（
仮
称
）
第
二
福
冨
の
郷
」

現
職
市
長
の
土
地（
農
地
）に
50
年

間
の
定
期
借
地
権
で
建
設
計
画

未
定➜

12
月
市
議
会
で
の
す
わ
み
つ
え
議

員
の
一
般
質
問
に「
事
業
者
よ
り
排
水
計

画
に
つ
い
て
の
協
議
が
な
い
」
と
答
弁
が

あ
っ
た
。

１
月
４
日
に
市
担
当
部
署
に「
そ
の
後
、協

議
は
進
ん
で
い
る
か
」
確
認
す
る
も
「
問

い
合
わ
せ
は
あ
る
が
、
き
ち
ん
と
し
た
数

値
を
持
参
し
な
い
た
め
協
議
に
い
た
ら

な
い
」と
の
こ
と
。

３
．開
発
許
可
・
農
地
転
用
申
請
も
こ
れ
か
ら

４
．12
月
11
日
に
初
め
て
行
っ
た
説
明
会
で

住
民
か
ら
「
白
紙
撤
回
せ
よ
」の
意
見
が

続
出
し
、「
第
二
福
冨
の
郷
」の
社
会
福
祉

法
人
こ
う
の
と
り
福
祉
会
は「
白
紙
撤
回

を
含
め
て
検
討
す
る
」
と
答
え
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
陥
っ
た
。➜

そ
の
後
、
検
討
し

た
の
か
し
な
い
の
か
法
人
か
ら
の
説
明
は

一
切
な
い
。

▼
市
民
が
求
め
る
安
心
安
全
な
特
養
ホ
ー

ム
建
設
と
す
る
た
め
、地
域
住
民
の
方
々

が
県
に
対
し
て
要
望
書
を
提
出
す
る
署

名
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
情
報
交
換
を

行
い
な
が
ら
声
を
届
け
て
い
き
ま
す
。



ただ今、巡回中だワン―。愛犬を散歩し

ながら地域の子どもたちを見守る防犯運動

「わんわんパトロール」が、南国市でじわ

り広まりつつある。市教委の呼び掛けで始

まって１年。市内３小学校区で８人１１匹

が登録し、児童の登下校時に活躍している。

昨年１２月半ばの早朝。ゴールデンレト

リバーのたま子（３歳雌）が十市小近くを

散歩していた。「たまちゃん！ おはよう」。

登校中の児童に声を掛けられると、しっぽ

をふりふり「ワンワン！」。

「わんわん警察だ！」「かわいい！」。

集まってきた児童を学校まで見送ると、散

歩を再開。本格的に活動を初めて１カ月余

りだが、すっかり子どもたちの人気者だ。

（高知新聞 １月１０日付）

犬の散歩で児童見守るワン 南国市で８人１１匹
巡回中「子どもの笑顔やりがい」

１月６日（水）、鴻巣革新

懇は市長宛の「新たなるごみ

処理施設に対する要望書」を

高久代表世話人から市長政策

室長へ提出し、１カ月以内に

文書での回答を要請しました。

子どもたちと
一緒に登校し
ながらパトロー
ルする「たま子」
（南国市）

しんぶん赤旗 １月１０日付

鴻巣革新懇が「新たな
るごみ処理施設に対す
る要望書」を市長へ提出

（右）高久代表世話人


